
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

認定子ども園 

竹の友幼児園だより 
E-mail takenotomo@town.tagami.lg.jp 〒959-1503 田上町大字原ヶ崎新田 1978 

Ｎｏ．１０ 

R.７．１．２４ 

 

1日(土) 希望保育 
3日(月) 豆まき 
         教育実習 (7日まで) 
5日(水) 卒園記念写真撮影  
8日(土) 希望保育 

11日(火) ○祝  建国記念の日 
12日(水) えいごであそぼう 
13日(木) 完全給食 
14日(金) 年中児子育て相談会 
１５ 日(土) 希望保育 
17日(月) 個別懇談会 (2～5歳児、 

～21日（金） 3歳児以上は希望者のみ) 

17日(月) 保育実習 (３月３日まで) 
19日(水) えいごであそぼう 

食育の日 
20日(木) 絵本の時間(読み聞かせ) 
22日(土) 希望保育 
23日(日) ○祝天皇誕生日 
24日(月) 振替休日 
26日(水) 避難訓練 
28日(金) 園だより各種たより配付 

布団・靴持ち帰り 
※ 毎週木曜日はことばの相談会があります 

     
【募金額 １３，６７８円を福祉協議会に届けてきました】 
お寄せいただいた赤い羽根共同募金をきりん組の子 
どもたちが昨年末届けてきました。子どもたちはお金の 
使い道や、ここではどんな仕事をしているのかなど、自 
分たちが気になっていることをおくすることなくたくさん質問していました。 

 お知らせ と お願い 

 
 
 
 
  

 
子どものことばの発達 
 
子どもは、一般的に生後２ヶ

月ごろになると、「あー」「うー」
などの母音による音を出すよう
になり、１０か月頃には「マママ
ー」「だだだー」などの子音を含
んだ音が出てくるようになりま
す。さらに１歳を過ぎると「まん
ま」は食べ物のこと、「わんわん」
は犬のこと、というように言葉と
その意味が結びつき、意味のあ
る言葉を話すようになってきま
す。１歳半から２歳頃になると
「ママ、だっこ」「わんわん、きた」
というように、言葉を組み合わせ
て話すようになり、その後、さまざ
まな言葉を使ってさらに長い文
章を言えるようになってきます。
（個人差は大きいです） 
ただし、このような言葉の発達

は、子どもが自然に身に付けて
いくものではありません。子ども
が音を発した時に、周りの大人
が笑いかけたり話しかけたりあ
やしたりすることで、子どもがそ
れに応じてさらに音を出したり、
大人の口真似をするというやり
取りが出るようになるのです。 
つまり、言葉の発達には大人

のかかわりが大切な役目を果た
します。 
園でも保育者の語りかけ、友

達や保育者との会話、絵本や紙
芝居の読み聞かせなどが言葉
の発達にとても大事になってきま
す。子どもの「伝えたい！」という
意欲を大切にしながら、たくさん
の言葉にふれさせていき 
たいと思います。 

 

※次回は「スマホ 

動画と絵本について」 

お伝えする予定です。 

～保育士会だより 

２０２４．９より一部抜粋～ 

 

ほいくの窓 朝、全員そろうまでの時間は、子どもたちに

とって、とてもゆったりと流れる時間です。 

きりん組(年長児)のとびらを開けて入ると

とても明るい挨拶が聞こえます。そんな声を耳

にすると、そのお部屋が子どもたちにとって安

心して自分を発揮できる場、自分づくりがで

きる場になっていることがよくわかります。 

「ここに１個入れて、こっちには３個だ
よ」男の子たちが小さなプラスチックパー
ツ(ラキュー)で模型を制作したり、 「折り
紙に細かく切れ込みを入れるの難しいん
だよねー」などと会話しながら切り紙細工
をしたりする女の子たち。小さなブロック
やハサミで細かく細工する遊びを教え合
いながら楽しんでいました。 
幼児期の細かな手作業は、脳の発達に

とても大切です。手先を使う「微細な運
動」は小さな頃から重ねてきた体全体を
使いこなす「粗大な運動」がベースになっ
ていると言います。自分でやりたい・でき
るようになりたいから色々覚えていく。 
幼児期の主体的な遊びの中には、発達

に欠かせないものがたくさんあります。 

  年明け、少しは雪遊びができることを期待していた子ど
もたち。園庭に雪は全くありません。(左写真)それでも何とか
気分を味わおうと土の上でそりを引っ張り始めました。 
祈りが天に通じたのか数日後はどっと恵の雪。待ち望ん

でいたことが表情からも伝わってきました。(右写真) 
今年も子どもを主体者にして様々な園活動を進めてま

いります。ご理解とご協力をよろしくお願いします。  

子どもの成長に欠かせない仲間と関わる場を大切にして！  

２・4歳児が一緒に粗大遊び。大きな子がお手本です 


